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１ 緊急体制（奥州校通信制） 
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養護教諭 

生徒指導課 

担任 

全職員 

 

 

救急車 １１９ 

医療機関 

保護者 

連絡内容 氏名（年齢）性別 

症状 事故・事件の内容 

住所・保護者名・連絡先 等 

報

告 

校長（本校） 

事務室 019-652-1813 
定時制 019-652-1814 

教育委員会 

職員室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副校長（校長に代わって指揮） 

 養護教諭 

生徒指導課 

年次長・担任・部顧問 

全職員 

生徒 

保護者 

マスコミ 対応は副校長等に一本化 

緊 急 体 制 の 流 れ 

報告事項 

いつ 

どこで 

誰が 

何を 

どのように 

どうした 

現状は 

等 

対策本部の設置 

（必要が生じた場合） 

ホワイトボードの活用 

時系列で現状を記録 

区切りごとに文書化 

常に最新の情報・指示を明示 

警察・医療機関等 

その他の関係機関 

緊急連絡網の活用 

水沢商業高校  

奥州校定時制  
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 ２ 緊急連絡先と医療体制 
連   絡   先 電  話  番  号 

杜陵高等学校奥州校通信制 ０１９７－２５－２９８３ 
杜陵高等学校奥州校通信制 携帯ＴＥＬ ０８０－６２８３－２９８３ 
杜陵高等学校（本校） ０１９－６５２－１８１３ 
水沢商業高等学校 ０１９７－２４－２１０１ 
学校教育室高校教育担当 019-629-6140 、019-629-6141 

学校教育室生徒指導担当 019-629-6146 、019-629-6145 

教職員課県立学校人事担当 019-629-6129 、019-629-6130 

教職員課厚生福利担当 019-629-6126 

保健体育課 019-629-6188 、019-629-6190 

警   察    奥州警察署  １１０  ０１９７－２５－０１１０ 
消   防    水沢消防署 １１９  ０１９７－２４－７２１１ 
県立胆沢病院 ０１９７－２４－４１２１ 
総合水沢病院 ０１９７－２５－３８３３ 
奥州金ケ崎休日診療所（休日の場合） ０１９７－２５－３９３５ 
岩手県高度救命救急センター ０１９－６５１－５１１１ 
産業医 阿部弘一（あべ菜園内科クリニック） ０１９－６２３－７０００ 
学校医 梶川恒雄（かじかわクリニック） ０１９７－４７－４７３３ 
奥州保健所 ０１９７－２２－２８６１ 
水沢ガス ０１９７－２４－４１５１ 
東北電気安全保安協会 奥州事業所 ０１９７－５６－２１０７ 
北上ビルメン（警備会社） ０１９７－７１－２１１０ 

救急車要請基準  ○ 意識喪失の持続するもの        ○ ショック症状の持続するもの 
○ けいれんが持続するもの        ○ 激痛の持続するもの 
○ 多量の出血を伴うもの         ○ 広範囲のやけどのもの 
○ その他必要に応じたとき 

救急車の呼び方  
○ 救急です。 
○ 住所は、奥州市水沢字土器田１ 水沢商業高校内 
○ 杜陵高校奥州校通信制です。 
○ 事故発生の状態 
○ 事故者人数 氏名、性別、年齢  
○ 通報者氏名  
○ 電話は、０１９７－２５－２９８３です。 
※ 救急車到着までの観察事項と処置事項を記録しておく。 
※ 意識がないときは心肺蘇生法（AEDを持ってくる）を行う。 

タクシー  北都交通 
２４－３１１１ 

※ 原則、複数対応とし、 
病院引率の場合は原則 
としてタクシーを利用 
すること。 
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３ 危機発生時の緊急対応 
１ 管理職のリーダーシップ 
○ 危機発生時、管理職は状況を判断し、 

全職員に「緊急対応を行う」旨を宣言 
○ 役割分担について的確な指示 
○ 管理職の所在の明確化（教職員からの 

報告・連絡が円滑に行えるように） 
２ 正確な情報収集 
○ 情報の正確な聞き取り 
○ 情報の整理と文章化 
○ 教職員で情報の共有化 
３ 組織的な対応 
○ 対策本部の決定事項の速やかな伝達 
○ 職員個人の判断による対応の回避（やむを得ないで個人の判断で対応した場合は必ず事後報告すること） 
４ 関係機関との連携 
○ 教育委員会    ○ 警察    〇地域社会 
○ 保護者（FTA）・・・緊急保護者会 ァ 正確な事実と対応の概要を説明 
                   イ 噂の流布等による混乱の回避 
               
      （ァ）他の生徒及び保護者に与える影響が大きい場合 
      （イ）生徒・保護者の不安感や学校に対する不信感が高まる恐れがある場合 
５ 通信手段の確保 
○ 非常用通信手段の確保（保護者や報道機関からの問い合わせの殺到による電話の不通に備えて）→ファクシ

ミリ、携帯電話、メール。等 
６ 保護者への引き渡し、待機について 
〇緊急下校時には、学年団を中心に保護者への電話連絡体制を構築し、速やかに電話連絡を行う。 
〇チームスや学校ＨＰを用いて、必要な対応についての周知を図る。 
〇保護者への連絡完了が確認できない場合は、学校での待機措置をとる。 
７ 報道機関との対応 
○ 教育委員会からの助言を得ながら対応 
○ 対応窓口の一本化（副校長等） 
○ 報道機関への依頼（校内の立ち入り、取材場所・時間、生徒・教職員への取材等） 
○ 取材要請への対応 

・ 取材意図の確認、社名、記者名、連絡先の確認 
・ 想定問答の作成 
・ 曖昧な返答や推測の排除。把握していないことは、その旨を明確に伝える 
・ 人権やプライバシーに配慮 

 

・職員室のホワイトボードに情報の記録 
・情報・指示を端的に記入 
・新しい情報・指示は入り次第加筆 
  訂正事項は取り消し線 
・区切りごとに文書化・記録 
（記録は全職員が読めるように保存） 

・記録後、ホワイトボード記入事項の整理 
・緊急対応終了まで継続 
・常に最新の情報・指示を明示 
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４ 地震の災害 
留意点 
（１） 生徒及び職員の安全確保を最優先 
（２） 精神的に動揺する生徒を、安全に避難できるように落ち着かせる対応 
緊急対応 
（１） 安全確保 

授業担当教諭は、地震を感じたら、生徒に、窓やロッカー等から離れ、机の下にもぐるように指示。慌

てて外へ飛び出さないこと。扉を開け、避難路を確保。 
（２） 火気の始末 

特別教室等、火気を使用中の場合は直ちに教職員が消火しガスの元栓を閉める。 
但し、揺れが大きく身動きできないときは、身の安全確保を最優先する。 

（３） 情報収集・・・揺れが収まったら 
【授業担当教諭】 
 生徒の負傷の有無、負傷の程度、避難時の安全性（教室近辺の被害状況、倒壊・落下の可能性がある物

等）を確認。 
 生徒の不安を増大させないよう原則としてその場を離れない。 
【授業のない教職員】 
 分担して各教室に急行し、授業担当教諭から生徒の状況を聞き取る。 
 避難経路や避難場所の安全性、校舎の被害状況等を確認して管理職に報告する。 
 必要な場合、授業担当教諭と連携して負傷生徒の応急処置にあたる。 
【管理職】 
  状況を正確に把握し、負傷者の救護や避難の実施方法等を決定する。 
  テレビやラジオ等で地域全体の被害状況等を把握する。 
  学校の被害状況を踏まえ、管理職の判断により「学校防災本部」を設置する。 

（４） 避難の指示及び誘導 
   【管理職】 
     揺れが収まり、避難経路及び避難場所の安全性が確認できた後、校内放送等を通 

じて、生徒及び教職員に避難の指示を行う。 
（５） 避難場所での対応 

教職員は、名簿による人員確認、負傷者の状況確認を行い、管理職に報告する。 
（６） 教育委員会への報告 
（７） その他 

管理職は授業の継続や中止等を判断するにあたって次の点に留意すること。 
・ 施設設備の点検を行い、安全を確認すること。 
・ テレビ等で地域の被害状況などを正確に把握する。（通学路の安全、交通機関等の運行状況の確認） 

・ 生徒を下校させる場合は、保護者と連絡が取れるまで学校に待機させるなど、状況に応じた対策をとる。 
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５ 台風・水害等の災害 
  「大雨」「洪水」「大雪」「暴風」「暴風雪」の（特別）警報等が発表・発令された際の対応 
 
登校前 
（１） 生徒の対応 

各自で居住地域、奥州市、通学手段（電車・バス）の状況について情報収集に努め、登校の可否について

判断する。欠席・遅刻については公認欠席・公認遅刻とする。 
（２）学校の対応（前日・当日朝まで） 
・情報の収集により、天候の状況について把握する。 
・「登校は危険」と判断した場合は、「職員打合せ」を行い、必要事項を検討する。 
・校長に報告し指示を仰ぐ。 
・「臨時休校」「登校可能な生徒は登校」等、決定事項を一斉メール・電話等で生徒へ連絡する。 

 
登校後 
（１）情報の収集により、天候の状況について把握する。 

  （２）「生徒の下校が必要」と判断した場合は、「職員打合せ」を行い、必要事項を検討する。 
 （３）校長に報告し指示を仰ぐ。 
 （４）生徒に下校を指示する。 
  ・生徒に状況を説明し、下校を指示する。 
  ・自宅に到着後速やかに学校（担任）に連絡するよう指示する。 
  ・保護者に電話連絡するとともに、交通手段のない生徒については、送迎の有無を確認する。 
 （５）生徒全員が下校したことを確認後、校長に報告する。 
 
その他 
（１） 対応について県教育委員会保健体育課学校健康安全担当に報告する。（校長） 
（２） 地域のハザードマップについて、LHR 等の機会を利用し生徒に周知する。 
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６ 学校施設に起因する事故 
 
例）休み時間中に、生徒同士が普通教室でふざけ合っていたとき、壁の一部がはげて落下し、

男子生徒１名が頭を負傷した。 

留意点 
（１） 負傷生徒の救護を最優先に行う。 
（２） 事故現場付近の立ち入りを禁止するなどの安全措置をとる。 
緊急対応 
（１） 負傷者の確認及び救護 

生徒の負傷の状況を確認し、応急処置を行うとともに管理職に連絡する。重傷の生徒がいる場合には、

救急車の要請を行うとともに保護者に連絡する。 
（２） 救急車への同乗 

救急車による病院への搬送の際には、教職員が付き添い、事故の状況説明をする。 
比較的軽傷で救急車の要請を行わない場合は、保護者に連絡しタクシーで病院へ引率する。 

（３） 保護者への連絡 
負傷した生徒の保護者に状況を説明し、病院に搬送された場合は、病院名や付き添っている教職員の氏

名等を伝える。 
（４） 事故現場の立ち入り禁止 

ロープ等で現場を囲い、立ち入り禁止場所であることを示す。 
（５） 情報収集 

一緒にふざけていた生徒及び周りにいた生徒から、動揺を鎮めながら情報を収集。収集した情報は管理

職に迅速に伝える。 
（６） 関係機関等への連絡 

警察・・・管理職を通じて警察に連絡 
教育委員会・・・教育委員会に事故の一報を入れ、助言を得る。 
 ァ 負傷の状況については・・・保健体育課学校健康安全担当 
 イ いじめ案件であれば・・・・学校教育室生徒指導担当 
 ウ 壁の破損については・・・・教育企画室 

（７） 心のケア 
負傷した生徒や周囲にいた生徒に対し、動揺を和らげるための面接や家庭訪問の実施により、継続的な

心のケアを行う。 
（８） 保護者への対応 
   負傷の程度等、事故の状況により判断し、必要な場合には、保護者会を開き、事故原因や対応の経過、今

後の再発防止に向けての学校の取り組み等を説明する。 
（９）マスコミへの対応 

問い合わせがあった場合は、当該生徒・家族・在校生・教職員には取材を行わないよう管理職・県教委を

通じてマスコミに要請する。状況等の説明は管理職が県教委の協力のもとで行う。 
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７ 不審者により引き起こされる事故 
例）何かを隠し持っていると思われる不審者が、校内をうろうろしていた。 

 
留意点 
（１） 声をかけて、不審者が何者かを確認する。（複数で） 
（２） 生徒の安全を第一に考え対応する。 
緊急対応 
（１） 確認と生徒の保護 
  ① 教師が急行し複数で、不審者に対して「どのようなご用事ですか」と声をかける。 
  ② 男性教諭を中心に、モップやほうき等身を持って、不審者をはさむように両脇や後ろに立ち、生徒へ向

かわないように行動を制限しながら、「用がなかったらお帰り下さい。警察に連絡しますよ。」と声をか

け続け、出口の方に誘導する。 
  ③ その間、他の教諭等は教室に急行し、生徒に注意を呼びかけ、場合のよっては避難させる。 
  ④ 危険であると判断した場合は、管理職が１１０番に通報する。 
  ⑤ 不審者が刃物等を取り出したりしたら、両脇・後ろを囲んでいた教諭は、モップ・椅子等で身を守りな

がら、警察が到着するまで生徒を傷つけないように集団でガードする。 
  ⑥ 非常ベルを鳴らし、外部の人にも学校内での異常を伝える。 
（２） 応援の要請 

教諭等は、外に出て大きな声で助けを求め、応援を要請する。 
（３） 情報収集 

不審者の逮捕後、生徒・職員の負傷の状況を確認し、負傷者には応急処置をする。場合によっては病院

へ搬送（保護者へ連絡）。もう大丈夫であることを伝え、生徒の動揺を鎮める。 
関係者から、聞き取り調査を行い、状況を正確に把握し文章化する。 
警察の事情徴収に協力する。 

（４） 関係機関等への連絡 
管理職が教育委員会に一報を入れ、助言を得る。 

（５） 心のケア 
負傷した生徒や出席していた生徒に対し、動揺を和らげるための面接や家庭訪問 
を実施し、継続的な心のケアを行う。 

（６） 保護者への対応 
場合によっては、保護者会を開き、説明する。 

（７）マスコミへの対応 

問い合わせがあった場合は、在校生・家族・教職員に取材を行わないよう管理職・県教委を通じてマス

コミに要請する。状況等の説明は管理職が県教委の協力のもと行う。 
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８ 校外活動中の災害 
 （１）事前の検討・対策 
    校外活動について、生徒の安全確保の観点から以下の点について事前の検討・対策を講じる。 

 
 
 
 
 

校外活動全般 

①校外活動先の想定される事故・災害等が発生した場合の対応を検討する。 
②活動場所近くの利用可能な施設・設備等（AED配置場所、病院、警察署等）を調査する。 
③訪問先・宿泊先・旅行代理店関係者との安全確保に関する事前調整を行う。 
④引率教職員間での連絡方法、引率教職員と在校教職員との定期的な連絡方法について検討 
する。 

⑤災害発生時の避難経路・避難場所、情報収集手段等について確認し、全引率教職員間の共 
通認識とする。 

⑥一人で避難できない生徒への対応について検討する。 
⑦活動内容を保護者に周知する。 

 
宿泊を伴う校

外活動（食物ア

レルギー対応） 

①食物アレルギーをもつ生徒についての情報と緊急時対応について、全引率教職員で共有する。 
②宿泊先や訪問先での活動内容や食事について、保護者に周知し、必要があれば協議する。 
③万一アレルギー症状が発症した場合に備えて、以下の準備をする。 
 ・エピペン等の持参薬の使用方法の再確認 
 ・搬送可能な医療機関の事前調査 

 
 （２）校外活動開始時の対策 
    校外活動開始時には、以下の対策を講じることとする。 
    ①現地に到着直後に、引率教職員（必要に応じて生徒も含む）で、緊急時の対処法を確認する。 
    ②活動開始時に、生徒に対して下記のとおり、活動中の留意事項の指導を徹底する。 
     ・引率教職員の指示をよく聞くこと 
     ・集団から離れないこと（離れる場合は引率教職員に断ること） 
     ・（食物アレルギーを持つ生徒がいる場合）弁当のおかずやおやつを交換しないこと 
      
 （３）危機発生時の対応 
   ア 校外活動全般 
    ①状況把握 
     教職員は、負傷者の数や状況を把握するとともに、生徒が混乱しないよう落ち着かせる。 
    ②救急（応急）措置 
     ・救急車が到着するまで、教職員は、負傷者に応急処置を行う。その際、必要に応じて周囲の人た 

ちにも協力を求める。 
     ・救急車が負傷者を医療機関に搬送する際は、教職員も同行し、負傷者の状況等について医師に説 

明する。 
     ・教職員は、精神的に動揺している生徒に声をかけるなど不安を取り除くことに努める。 
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   イ 宿泊を伴う校外活動（食物アレルギー対応） 
    ①応急措置 

・アレルギー症状を発見した者は、助けを呼び、人を集め、エピペンとAED等を持ってくるよう指 
示する。 
・緊急性が高いアレルギー症状があると判断した場合 
 ○ただちにエピペンを使用する 
 ○救急車を要請する 
 ○その場で安静にする 

    ②状況把握 
     ・誤食がなかったか確認する。 
 
 （４）関係機関との連携 
    保護者・・・負傷（発症）した生徒の保護者へ連絡する。本人の状況や事故への対応の経緯、搬送先な

ど、事実のみ（見込みの話は混乱のもと）伝える。 
    警察・・・状況に応じて事故が発生したことを連絡する。 

教育委員会・・・管理職が教育委員会に一報を入れ、助言を得る。 
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９ 緊急時の対応例 

【事例】 体育館において、体育の授業中に生徒が突然倒れた。すぐ、救急車で病院へ運んだが死亡した。 

項目 確認・対応内容 職員役割 

確 
 
認 
 
事 
 
項 

１ 事故状況 
 いつ、どこで、誰が、何を、どのように、 
どうした、 現状は、対処は、 

 
２ 事故者の日常の健康状態と指導状況 
  （健康診断票、家庭からの連絡、普段の授業中の様子、 
   当日の様子・・・睡眠、朝食、顔色、前日の生活） 
 
３ 救急車要請 
○  事故現場から誰が報告し何分かかったか。 
○  誰が電話したか。 
○  救急車が来るまで何をしたか。 
○  救急車に誰が付き添ったか。 
○  病院での治療の様子はどうだったのか。 

 
４ 保護者への連絡 
○  いつ、誰が、誰にしたか。 
○  病院の指定はあったのか。 

 

授業者 
 
 
 
HR担任 
 
 
 
 
授業者 
 
 
 
 
 
HR担任 

当 
面 
の 
対 
応 

１ 県教育委員会への報告 
２ 保護者への事情説明及び陳謝 
３ 全校生徒への事情説明 
４ 保護者会の計画 
５ マスコミへの対応 
６ 警察の事情聴取 

校長 
校長・副校長 
副校長 
校長・副校長・総務 
校長・副校長 
校長・副校長・授業者 

事 
後 
の 
対 
応 

１ 県教育委員会からの指示 
２ 日本スポーツ振興センター・岩手県学校安全互助会への手続き 
３ 全保護者への説明と連携 
４ 生徒一人一人の健康チェックと留意事項の確認 
５ 他外部への対応 

校長・副校長 
生徒指導課 
校長 
各HR担任 
校長・副校長 
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10 感染症（新型インフルエンザ等）の対応 

 

【国内発生早期：県内未発生期～】 

◆ 児童生徒（感染疑い者を含む）が発生した場合     ◆学校医へ報告・相談 

◆ 出席停止・臨時休業の措置を実施した場合              ◆ 所管する保健所へ報告 

                                                ◆ 県教委へ報告 

（保健体育課学校健康安全担当へ） 

◆ 教職員に感染者が発生した場合 

※【県立学校の教職員にあっては、安全衛生管理      ◆ 別に定める様式によりＦＡＸで報 

規程第29 条に基づく報告であること】           告（産業医及び県教委（教職員課厚生福

利担当）へ報告） 

(参考) 

【弱毒性における臨時休業等の判断の目安】 

１ 学級閉鎖 

学級内に３人～４人（10％）の患者が発生した場合 

ただし、１学年１学級の場合は、学年閉鎖とする。 

２ 学年閉鎖 同一学年の複数の学級において、学級閉鎖となる場合 

３ 休校 複数の学年において、学年閉鎖となる場合 

４ 休業期間 原則として７日間 

５ 臨時休業措置の判断上の観点 

①  発生人数や発生状況 

②  接触者の人数や状況 

③  他の学級や学年の児童生徒の健康状態 

④ 地域での発生状況 

  ⑤ 基礎疾患（慢性呼吸器疾患、慢性心疾患等）の有無及び該当児童生徒の健康状態 

 

【強毒性における臨時休業の判断目安】 

毒性や感染力を踏まえて、別途基準を定めて通知する。 

毒性が判明し、別途基準を定めるまでは、『発生早期の段階での休校措置の範囲』に基づき対応するもの

とする。 

 

【臨時休業中の生徒指導】 

感染から身を守るために休業中は不要不急の外出を控える、通常の休みと同じ行動は厳に慎む（友達の家

へ遊びに行かない、繁華街等の人の多い場所へは出かけない等）等、一人ひとりが正しい行動をするよう指

導する。 

また、生徒に対し、臨時休業等を実施する目的と新型インフルエンザ等の正しい知識、感染した場合にお

ける正しい行動を十分に理解させる。 



13 
 

児童生徒等及び教職員が新型コロナウイルス感染症の疑いにより検査を受け、陽性が判明した

場合の報告について 

 

１ 電話による報告(報告様式の内容に従い報告する) 

報告の流れ 

・児童生徒等 保護者→学校→感染症等報告システムにて報告 

・教職員   教職員→学校→感染症等報告システムにて報告 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊参考資料＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

令和5年5月8日からのコロナ対応について 

「学校における新型コロナウィルス感染症に関する衛生管理マニュアル（2023.5.8〜）」参照 

１ 学校における新型コロナウィルス感染症対策の考え方について 

（1）継続する対策 

  ・家庭との連携による生徒の健康状態の把握 

  ・適切な換気の確保 

  ・手洗いと等の手指衛生や咳エチケットの指導 

（2）地域や学校において感染が流行している場合などの活動場面に応じた一時的対策 

  ・「近距離」「対面」「大声」での発声や会話を控えること 

  ・児童生徒間に触れ合わない程度の身体的距離を確保すること 

２ 生徒に関する対応 

（1）新型コロナウィルス感染症に係る出席停止の期間 

・発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後１日を経過するまで。 

（無症状感染者については、検体を採取した日から５日を経過するまで。） 

（2）出席停止解除後のマスク着用 

・出席停止解除後、発症から10日を経過するまではマスクの着用を推奨すること。 

（3）濃厚接触者の取扱い 

  ・濃厚接触者としての特定は行われない（行動制限及び協力要請不要）。 

  ・感染が確認されていない者については、直ちに出席停止の対象とする必要はない。 

（4）感染が不安で休ませたいと相談があった生徒の出欠の取扱い 

  ・合理的理由があると校長が判断する場合には、出席停止とすることも可能である。 

   （同居家族に高齢者や基礎疾患があるなどの事情があり他に手段がない、基礎疾患 

があることにより重症化するリスクが高い生徒等。） 

（5）発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合の対応 

  ・無理をして登校しないよう生徒・保護者に周知・呼びかけを行うこと。 

  ・軽微な症状を以て、登校を一律に制限する必要はない。 

（アレルギー疾患との区別が困難であるため。） 

・生徒本人や保護者の意向に基づかず、医療機関での検査や検査キットによる自己検 

査を求めない。 
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11 学校周辺にクマ等害獣が出没した場合の対応 

                （以下の対応はクマの例） 
留意点 

（１）生徒及び職員の安全を最優先 

（２）安全が確保されるまで、生徒は校舎内待機または保護者による自動車等での送迎 

 

対応 

（１）奥州市が行っている「ぽちっと奥州」等を活用して、クマの出没情報を把握する。 

（２）日頃からクマの出没情報に留意し、必要に応じてTeams等で生徒に注意喚起する。 

（３）クマに遭遇した際に取るべき行動を生徒に指導する。 

・クマを見かけた際は、まず自分の安全を確保したうえで110番通報を行い、状況を報告する。 

・遠くにクマがいることに気付いた場合は、落ち着いて静かにその場から立ち去る。 

・近くにクマがいることに気付いた場合は、クマを見ながらゆっくりと後退し、落ち着いてクマとの距離をとる。

（クマに背を向けて急いで逃げ出すことはしない） 

・至近距離でクマと突発的に遭遇した場合は、クマによる直接攻撃を受ける可能性が高くなる。顔面・頭部が攻

撃されることが多いため、両腕で顔面や頭部を覆い、直ちにうつぶせになり致命傷を避ける。 

・親子連れのクマと遭遇した場合は、母グマが攻撃行動をとることが多い。子グマが単独でいる場合でも、すぐ

近くに母グマがいる可能性が高いため、速やかにその場から立ち去る。 

・クマ撃退スプレーがある場合は、クマを十分に引き付けてからクマの顔に向かって噴射する。 

（参考：環境省自然環境局「クマ類の出没対応マニュアル） 

 

学校周辺又は校外活動場所周辺でクマの出没が確認された場合の対応 

（１）生徒の安全が確保できない場合は関係機関（警察・県教育委員会・奥州市等）と協議の上、臨時休校と 

なる場合がある。 

（２）生徒登校後に、学校周辺でクマの出没が確認されて生徒の安全を確保できない場合には、学校から自宅 

まで保護者による自動車等での送迎を依頼することがある。 

（３）生徒の校外活動場所周辺においてクマの出没が確認されて生徒の安全を確保できない場合は、その校外 

活動を延期又は中止とする。 
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12 全国瞬時警報システム（Jアラート）による 

情報受信時の対応 

 
弾道ミサイルは発射からきわめて短時間で着弾するので、全国瞬時警報シス

テムのメッセージが流れたら安全確保に並行して情報収集につとめること 

 

 

※いずれの場合も落下場所が国内の場合は、自宅など建物の中で待機 

その後は国の指示に従って行動する 

 

登校前にJアラートによる情報伝達があった場合 

○落下場所等が確認でき、国内ではなかった場合は登校する 

 

登校中にJアラートによる情報伝達があった場合 

○現在地で一番近くの建物に避難する。（事前に指示） 

○その後、落下場所等が確認でき、国内ではなかった場合登校する 
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生徒が校舎内にいるときにJアラートによる情報伝達があった場合 

① 情報を得た職員が放送で指示 

② 授業者は生徒を廊下に誘導し３列に整列させ点呼 

③ しゃがんで頭部を守るように指示（かばん・上着などで） 

④ 担任（年次団）を中心にその場にいない生徒の所在を確認 

空き時間等で外に出かけている生徒は近くの建物に避難（事前に指示） 

⑤ 職員室の職員は情報を収集し内容を伝達 

⑥ 落下場所等が確認でき、国内ではなかった場合通常授業 

 

本校に影響がある地点に着弾した場合 

生徒・職員の安全を第一に考え行動 

《行動例》 

   ・必要を感じた場合は迷わずに１１０番１１９番通報 

・生徒・職員の負傷の状況を確認し、負傷者には応急処置。救急車等で病院へ搬送 

・保護者へ連絡 

・救援が来ない場合は教職員による応急手当・救援要請の継続 

・直接学校が被害を受けた場合は、火災報知器等を用い外部に異変を伝える。救援の要請。 

・生徒が帰宅できるかどうかの情報収集 

＊並行して情報収集・伝達 


